
 

 

           三春小学校学校運営協議会広報      第３号  

平成 29 年 1 月 30 日発行  

 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 三春小学校は学校運

営協議会があり、コミュ

ニティ・スクールになっ

ています。  

【発行】三春小学校運営協議会  

（三春町立三春小学校内） 

三春町字大町１５７  

℡0247－62－3101 

 

地域と学校を結ぶ  

子どもたちのための応援通信です . 

コムコム 

【運営委員会委員】 

会 長 伊藤敏幸  

  （学識経験者） 

副会長  吉田將史  

  （学識経験者） 

副会長  橋本玲子  

  （保護者代表） 

委員  高橋龍一  

  （地域代表）  

委員  遠藤光子○新  

  （地域代表）  

委員  相川義則  

  （地域代表）  

委員  大河原輝男  

  （学識経験者） 

委員  千葉富子  

  （学識経験者） 

委員  佐藤恵美子  

  （学識経験者） 

委員  橋本俊宏  

（地域代表）  

委員  國分研治  

（地域代表）  

委員  織田島浩孝  

  （行政関係者） 

校長  太田文枝  

教頭  遠藤謙一  

教諭  関 剛男  

教諭  後藤裕子  

教諭  遠藤 淳  

教諭  赤沼佳子  

教諭  佐藤裕子  

 

＜協議内容＞  

（１）  平成２８年度後期学校運営について（１０～１月）  

（２）  コミュニティ推進フォーラム（東京）の報告（伊藤会長） 

     ・コミュニティスクールの学校が広がっている。  

・どの地区でも、地域の特色を生かした学校運営を行っている。  

（３）  来年度の学校経営方針について（学校長）  

・自尊感情のアンケートについて、県・全国を上回ることができた。  

・スポーツテストの結果から、体力向上が図られたことが伺える。  

 ・全国学力調査より、算数に課題がある。  

 ・ノーディスプレイの定着がだいぶ図られた。  

 ・ＡＬＴを活用した外国語活動の成果が見られる。  

 ・ユニバーサルデザインの家庭づくりポスター等で、学校の取り組みが広がった。 

  これらを受けて、以下のような来年度の施策を設定した。  

 ◆重点施策１  学力向上に責任を果たす  

   ◆重点施策２  教職員の指導力向上、学校のチーム力の発揮  

   ◆重点施策３  地域と共にある学校づくり  

   ◆重点施策４  三春の未来に向けた創造的復興教育の充実  

   ◆重点事項５  学びのセーフティネットの構築  

＜質疑応答＞  

Ｑ スタートカリキュラムとは？  

Ａ 幼稚園に近い活動を小学校教育に取り入れていくこと。  

→学習面だけでなく、人間性のつながりを重視したカリキュラムにしてほ

しい。  

Ｑ 地域の人へのあいさつに、個人差が見られてきているのではないか？  

Ａ 家庭教育の一環として、あいさつを位置づけていけるとよい。  

Ｑ 携帯電話の取り扱い状況は？  

Ａ 学校にはもってこないことを原則としているが、やむをえない事情がある場

合に限って「許可」という形をとっている。  

Ｑ 児童の貧困について、本校の実態は？  

Ａ  準要保護を受けている家庭は４０件程度。集金が滞る、児童の生活が乱れ

る、学習用具がそろわないなどの実態がある。  

（４）  学校評価について  委員によるアンケート回答  

（５）  その他     
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